
テーマ②-1　みんなで市民参加と協働のまちづくりを活性化し、支え合うには…（ひとの面）

着眼項目 出された意見やアイデア ②№ 班
カード
番号

市民ボランティア運動を展開してはどうか。 1 A 12

市民ボランティアセンターの整備、拡充 2 A 13

出来るだけ低予算で本当に市を良くしたい人はお金に関係なく参加
すると思います。継続的に行うこと。

3 A 14

今の自分が市政参加できる場所がどこにあるのかわからない。市政
に役に立つことが自分の生活に役立つという環境を作って欲しい

4 A 15

「まちづくり」と言われても具体的でないので解らない。 5 A 16

行きたいけど交通手段がない。アクセスの問題。 6 A 17

一般の人は生活に追われて、あまり感心がない。 7 B 1

木を見て森を見ずの上から目線だけでなく、森から木も見ないとい
けない。

8 B 2

年金生活者ですので、いつでも参加できる。土日平日昼 9 B 3

 公募　無作為抽出での参加は今後も続ける。 10 B 4

自治会についても、ほとんど知らない（回覧板程度）機会があれ
ば。

11 B 6

外出しにくい方、交通手段の無い方もサポートがあれば･･･私でも
参加できている。

12 B 7

ボランティアセンターのひとつ、外出支援ボランティアグループに
参加している。

13 B 8

地域・市政への参加には意識、関心が必要である。しかし、機会
（情報や手段含む）がなくては、どうもできない。

14 B 9

 何かのイベントを合わせる。 15 B 10

身近なテーマで。 16 B 11

 井戸端会議のような場（気軽に参加） 17 B 12

みきの部分と枝葉の部分をわけること 18 B 13

市民懇談会をいいものとして、広報に掲載するべき。そして積極的
に実行するべき。

19 B 17

【様々の機会を通じて担い手を発掘する】 20 A 1

市長、市会議員の方を担い手として任せきりだった。 21 A 3

担い手について 自治会長等に転勤族は話をしにくいです。反対に
全く知らない市役所の相談センター等誰もが話をしに行ける担い手
が欲しいです。

22 A 7

守山市内で専門的に活躍している民間のリーダーに相談したり、
市政のリーダーになって頂く…　では？

23 A 18

【リーダーの発掘】 24 A 19

担い手（リーダー）が少ない事も知らなかった。市民に情報が届い
ていないのでは？

25 A 20

様々な立場の人が集まれるような、時間帯や曜日を選んで、細かく
開催してほしい。（寒い時や暑い時の方が出やすい人もいますよ）

26 A 21

目的ごと、テーマごとに市民でチームを作り、進めて行けばどう
か？

27 A 22

リーダー発掘の機会とするため、20歳代～80歳代まで10歳刻みの集
いを実行委員会を立ち上げて催してはどうか。

28 A 23

カテゴリー別の集まりで参加募集して欲しい。年齢や職業、立場
（主婦や会社員40代）とか、祭りについてとか、道路について等
テーマ別の募集も良いかも。

29 A 24

役が当たると出やすいが、当たらないと出ることがむつかしい。 30 A 25

「参加できる」きっかけがつかめない人が多いのでは？ 31 A 26

【年代別テーマ別の話し合いの場】 32 A 27

（意識醸成）

（活動の担い手づくり）
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（情報発信）
守山市に引越して来ても、ゴミや校区の話を市役所の方に聞くだけ
で、守山市の市政や、アピール、名所等の案内等をしてほしい。市
の事を知る事は市への愛情を増します。

33 A 4

【市民と市長（職員）ともっと交流を深めるべき】 34 A 2

意見やアイデアが市の施策に反映したことが少ないため。 35 A 5

自分が意見を言ったからといって市政に反映しないという失望感が
大きいと意見を言う気もなくなる。反映したら市から大きくアピー
ルして欲しい。

36 A 6

市民懇談会によってより良い具体策。アイデアを生み出し、結果を
残していくこと。

37 A 8

もっと市長に前面に出て頂いて先ず市長のとしての思いを語っても
らう。

38 A 9

毎回市の部長以上、出来れば市会議員も（市民懇談会に）傍聴で参
加して欲しい。

39 B 5

市民懇談会の意見がどの様に実行されているのか分かりにくい。プ
ロセスの中で、最終的に中身がぼやけている。

40 B 14

当初市民に送る案内は、やり方次第。募集など徹底して公報する。 41 B 15

市民が理解できていない。基本的なみきの部分が良くわからな
い。（住みやすさ日本一）

42 B 16

（市民活動の促進）
目田川の掃除 第三土日曜日天候悪い時は第３日曜日9：00からだ
れでも参加を。予約なしでも。

43 A 11

（連携・協力体制づくり）


